ウロダイナミック検査装置　一式
特記仕様書　
１　必要条件

（1） 拡張性があること

（2） 操作性が簡易であること

（3） 検査の再現が可能なこと

（4） 検査方法のカスタマイズが可能であること

（5） 印刷が容易であること

（6） 患者データ管理機能があること

（7） 患者の検査結果情報から必要な情報を選択表示、保存が可能なこと

２　調達物品の構成内容及び調達数量

ウロダイナミック検査装置


　

　１式

　 ＜＜内訳＞＞
（1） ウロダイミックス検査装置本体


　１式
（2） 圧力インターフェース



　１式

（3） H2O注入ポンプ




　１式
（4） 尿流測定ユニット
（有線又は無線タイプ、椅子式排尿架台含む）            １式

（５）　 EMGモジュール(筋電図ユニット)　
　

　１式
（６）   UPPプラーシステム　　　　　　　


　１式
（７）   専用架台

　　　　　　　


　１式

（８）   解析用PC（デスクトップ型又はノート型）　　　　 　　　    
         （液晶モニター、カラープリンター含む）      　　　　　１式

（９）   検査解析ソフトウェア
（ICS、Schafer、CHESS、WF）　　　　　　　　　 　  １式
以上の搬入・据付・調整等を含む。

３　調達品の備えるべき技術的要件
本件調達物品にかかる性能、機能及び技術等の要求要件は次に示すとおりであり、本仕様書に定める各内容を満足させなければならない。

＜＜性能、機能に関する要件＞＞
１　ウロダイナミック検査装置本体については以下の要件を満たすこと。

1-1 下部尿路疾患及び神経因性膀胱の排尿障害診断装置として尿流量測定、膀胱内圧測定、プレッシャーフロースタディ測定、尿道内圧測定、括約筋筋電図測定の検査をする事が可能であること。
1-2　患者ファイル管理及び検査データを、ハードディスク、光学ドライブディスクへの保存管理が可能であること。また、操作を簡便にするために専用アイコンのクリックで可能であること。
1-3　定義検査ウログラムの他に複数オリジナルプログラムの作成が可能であること。
1-4　検査結果をPDF及びJPEG等の画像ファイルもしくは、テキストデータとして保存することが
可能であること。

1-5　本体内部ハードウェアにおいて以下の要件を有すること。

　   1-5-1　CPUはCore i5以上の性能を有すること。

　   1-5-2　ハードディスク性能は、500GB以上を有すること。

　   1-5-3　スーパーマルチドライブを標準で有すること。

　   1-5-4　オペレーティングシステム(OS)は日本語Windows 7Professional 64bit以上であること。

1-5-5メモリは４GB以上であり、必要に応じて増設できること。

1-6　システムはウロダイナミック専用プログラムを有すること。

1-7　本体電源部においては以下の要件を有すること。

　   1-7-1　主電源は、100V～240Ｖ・50/60Hzであること。
　   1-7-2　消費電力は、600VA以内であること。
1-8　JIS　TO 601-1による機器の分類は以下のことであること。

　   1-8-1　電撃に対する保護形式はクラスⅡ以上の機器であること。

　   1-8-2　電撃に対する保護程度はBF型であること。

1-9　本体に関して、以下の要件を満たすこと。

　   1-9-1　本体はキャスター付で、搬送が容易であること。

　   1-9-2　本体はコンパクトでプラー装置も一体化されており、限られたスペースでも設置可能であること。

1-10　操作性に関して、以下の要件を満たすこと。
　   1-10-1　キーボード及びマウスにより検査項目の選択から、測定後の解析まで操作が可能であること。
　   1-10-2　全検査に対してタグ、イベント変更が可能であること。
　   1-10-3　操作画面表示および情報入力に対して、日本語に完全対応していること。

1-11　尿流量計測測定装置では以下の要件を満たすこと。

　1-11-1　遅延時間測定が可能であること。

　1-11-2　測定方式は重量式方式であること。
　1-11-3　自動スタート・ストップの測定検査が可能であること

1-12　膀胱内圧測定検査では以下の要件を満たすこと。

　   1-12-1　圧力基準点は自動キャリブレーション機能を有すること。

　   1-12-2　膀胱内圧の表示感度は、-40～350cmH2O以上の範囲内を有すること。

　   1-12-3　複数のタグイベントの入力表示が可能であること。
　   1-12-4　コンプライアンスの計測が可能であること。

　   1-12-5　強制注入が可能で注入速度が可変であること。

　   1-12-6　圧データがモニタ上にデジタルで読み取ることが可能であること。
1-12-7  リークポイントプレッシャー用の検査作成が出来ること。

1-13 プレッシャーフロースタディでは以下の要件を満たすこと。

    1-13-1 P-Qプロット（ICS, Schafer, CHESS、WF等）解析機能を有すること。

1-14　尿道圧分布測定検査では以下の要件を満たすこと。

1-14-1　尿道圧診断に際し、引抜き速度は、30～180mm/min(0.5～3mm/sec)範囲内の性能を有すること。

　　　1-14-2　尿道圧と膀胱内圧の同時記録が可能で、各差圧を同時に計算・表示することが可能であること。
    1-14-3 Stress UPP　測定時トランスミッションレシオプロット出力が可能なこと。
1-15　検査結果データの操作については以下の要件を満たすこと。

　   1-15-1　結果レポートは検査終了時直ちに解析され自動的に結果が印刷されること。

1-15-2 結果レポートは全体波形と解析対象波形を表示することが可能であること。

1-15-3 患者毎の検査結果の履歴が残ること。
　   1-15-4　患者情報から必要な情報を抽出することが可能。

　   1-15-5　特定条件で抽出された情報をテキストもしくはエクセルデータとして保存可能なこと。
　   1-15-6　過去のデータをインストールでき読みだすことが可能なこと。
1-15-7 必要なデータを電子ファイル（PDF）に変更可能なこと。
1-15-8 表示スケール等を自由に再設定して再レポート出力可能なこと。

２　圧力インターフェースは以下の要件を満たすこと。　　　　

2-1 測定範囲が－40cmH2O～350cmH2Oの範囲を有すること

2-2 精度は±3%以内であること。

３　ポンプユニット
3-1　H2Oポンプは以下の要件を満たすこと。
　   3-1-1　水注入速度は、5～140ml/minの範囲内で任意に設定できること。

　3-1-2　注入精度は、±5%以内であること。
3-1-3 検査ごとに注入速度をそれぞれ設定可能なこと。

3-1-4 注入媒体を監視し、注入バックが空になる前にメッセージを表示して空注入を防ぐことが可能なこと。また、バックが空になった場合はポンプを停止し、警告を出力すること。

3-1-5　安全装置において各圧力測定に対して任意設定可能な最大設定値（通常150cmH2O）以上の圧力に達すると,自動的に注入を停止する機能を有すること。

　　　3-1-6　本体と一緒に移動することが可能なこと。
４　尿流測定ユニットは以下の要件を満たすこと。

4-1　測定レンジが0～50ml/sec（表示は0～100ml/sec）であること。

4-2　測定精度が、±1ml/secで±5％以内であること。

4-3　尿流量測定センサーは、重量式であること。

4-4 椅子式排尿架台式は、患者に応じて高さの調整が可能であること。
５　ＥＭＧモジュール（筋電図ユニット）は以下の要件を満たすこと。
5-1　筋電図測定は肛門括約筋測定ができること。

　 5-2　皮膚電極測定が可能なこと。
６　ＵＰＰプラーシステムは以下の要件を満たすこと。

6-1　引抜き速度は、30～180mm/min(0.5～3mm/sec)範囲内の性能を有すること。

6-2 引抜き精度は、±6%以内であること。

6-3 使用可能長は150mm 以上であること。
6-4 引抜き終了時オートターン可能であること。

6-5 本体と一体に装着可能であること。
７　専用移動架台については下記の要件を満たすこと。
7-1　装置全体の同時移動が容易であること。また、キャスターにはストッパー機能が

あること。

7-2　寸法は スタンダードタイプ　縦　630mm×横　675mm×高さ　1350mm

以内であること。
８　プリンターは以下の要件をみたすこと。
8-1　印字方式はインクジェット方式であること。

8-2　B5 A5 A4の用紙を選択でき、カラーでの印字出力を有すること。
